
かかると言われますが、3カ月程度でサービスインできたことは大きな
成果です」と評価します。渡邊氏も「富士通 Japanの検証端末を借りて、
リリース前に疑似的なLGWAN環境での動作検証ができました。こ
れにより自治体向けに高品質なSMSサービスを短期間に開発できた
と感じています」と振り返ります。
　さらに、高比良氏は「SMSは今や情報伝達の重要なインフラです。
公共性が高いサービスを安心・安全に自治体向けに提供できるように
なったことは、当社にとっても社会的意義が大きいことでした」と話し
ます。そして、「当社のSMS配信サービスと富士通 Japanのアプリゲー
ションゲートウェイ、LGWAN対応のノウハウが融合して、高品質な自
治体向けSMS配信サービスが提供できたと思っています」と強調します。

　同社では後、富士通 Japanのアプリゲーションゲートウェイサービ
スを他の「Cuenote 」シリーズでも活用し、行政や自治体向けのサー
ビスを拡充していきたいと考えているようです。渡邊氏は、「今回、
SMS配信サービスをLGWAN対応にできたことが、とても良い成功
体験になりました。どのくらいの期間でサービスを提供できるように
なるのかが分かったので、他のサービスをLGWANに対応させるとき
の計画が立てやすくなりました」と話します。高比良氏は、「可能性が
期待できるのは、アンケートや安否確認に関するサービスでしょう。
自治体にとっては、安全かつ簡単に各種アンケートを実施できるイン
フラが整えば、そこで得られた意見などを業務に反映させることで市
民サービス向上にもつながると思います。アンケートや安否確認など
で新たなニーズをくみ取って対応できれば、将来的な自治体DXにも貢
献できると考えています」と方向性を示します。
　SMS配信サービスを足がかりに、次の一歩をどの方向で踏み出すか。
すでに決まっているようです。

各種給付金のお知らせなど住民への重要な連絡を電話や郵送で通知
していますが、電話は相手が出ないと伝えられない、郵送では郵送代
や印刷費用などのコストがかかるうえ、郵送準備にも手間がかかります。
こうした理由でSMSの活用を検討する自治体が増えていたからです。
そこで、同社はSMS配信サービス「Cuenote SMS」を自治体向けに
提供しようと取り組みましたが、ある課題に直面しました。「セキュリ
ティが強固な行政専用閉域ネットワークであるLGWANを経由して
サービスを提供することが求められたのです」（高比良氏）。税金の督促、
健康診断の案内、給付金のお知らせなど、個人情報などを含む重要
な情報の通知には、情報セキュリティの視点から、LGWAN対応が必
須とされたのです。

　ただし、「Cuenote SMS」をLGWANに対応させるのは簡単では
ありませんでした。「既存の『Cuenote SMS』は、インターネット上
に構築した数十台のサーバー群からなるSaaS環境で提供されていま
す。LGWANに対応させるには、同様のサービス基盤を別途構築し
なくてはなりません。自治体向けの専用サービス基盤を構築するため
の投資や運用コストが二重にかかってしまうのです」（高比良氏）。また、
同社 技術本部 QA部 シニアマネージャーの渡邊 久芳氏も、運用・保
守の負担増大を指摘します。「当社では年に数回、SaaS環境を検証・
確認し、必要に応じて改修しています。従来のSaaS環境と自治体向
けサービス基盤の2つを運用することになれば、検証・改修・保守のコ
スト、業務負荷が増大します。対応できる人員なども考え合わせると、
サービス基盤を新たに構築することは難しいと感じました」（渡邊氏）。
　こうした課題を考慮して、同社は富士通Japanのアプリケーション
ゲートウェイサービスの採用を決定しました。選定ポイントについて高
比良氏は、「LGWAN専用に新たなサービス環境を用意する必要がな
く、従来のSaaS環境をそのまま活用できることでした」と説明します。
また、LGWANに対応したサービスを提供するには、J-LISの規約に準
拠することが必須です。「当社ではJ-LIS規約に不慣れなところもあり
ましたが、富士通JapanはJ-LISの仕組みも内容も熟知していました。
規約に準拠してサービスを提供するために当社が特別な対応をしなく
ても、お任せすることで対応とサービスインがスムーズにできると思
えたことも選定の決め手になりました」（高比良氏）。

　同社では2023年3月から富士通Japanのアプリケーションゲート
ウェイサービスを利用開始し、すでに数十の自治体にLGWAN対応の
SMS送信サービス「Cuenote SMS for LGWAN」を提供しています。
高比良氏は、LGWAN対応への検討開始からサービス提供までの過
程を振り返り、「アプリゲーションゲートウェイサービスを利用したこ
とで、短期間でLGWAN対応のSMS配信サービスをリリースできま
した。通常、LGWAN対応は提供するSaaSの改修も含めて1年ほど

ています」と話します。
　こうした特徴を活かして、同社では一般企業向けだけではなく区役
所や市役所などの自治体向けにもサービスを提供しようと検討を始め
ました。多くの自治体では、税金未納者への督促、健康診断の案内、

　電子メールやSMS（ショートメッセージ）、Webプッシュ通知など
の配信サービスを中心に、メッセージングソリューション事業を展開
する同社。「1日5000万通の大量配信」や「1時間以内に1000万通の
一斉配信」といった多様で高度化する配信ニーズに柔軟に対応できる
のが強みです。同社の取締役でカスタマー本部 ゼネラルマネージャー
の高比良 実氏は、「多くの事業者に導入いただいている『Cuenote』
シリーズは、月間89億通ものメール・SMSを配信している国内最大級
のプラットフォームです。SaaSで導入しやすいこともあり、契約数は
2800以上に達しています」と優位性を説明します。続けて、「大規模
かつ正確に遅延なく配信できる安定性・信頼性が強みで、導入後の運
用サポートにも細かく対応しているのも特徴です。月平均の解約率が
0.57％と低いことも、当社の技術力や品質の高さを示していると考え

SaaS事業者が自社サービスを自治体向けに提供しようとすると、LGWAN（総合行政ネットワーク）への対応を求められるケースが
多くあります。しかし、既存のSaaS環境とは別に、LGWANに対応した自治体専用のSaaS環境を構築すると投資や運用コストなど
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ビス」（以下、アプリケーションゲートウェイサービス）を導入。自社のSMS配信サービスをLGWAN対応とし、すでに数十の自治
体に提供しています。同社の取り組みについて紹介します。
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導入の効果

安心・安全で高品質な自治体向け
SMSサービスを短期間で提供開始

将来の展望

SMSの成功体験をもとにサービスを拡充し
自治体のDX促進にも貢献したい
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導入前の課題

既存のSaaS環境をそのまま活用して
LGWANに対応できるのが決め手に




